
季
節
を
知
っ
た
ら

　
暮
ら
し
が
楽
し
く
な
っ
た

雨
水

 

立
春
の
次
の
二
十
四
節
気
は
、
雨
水
と
い
い
ま
す
。氷
が
溶
け
て
水
に
な
る
頃
と
い
う

意
味
で
す
が
、
日
差
し
も
強
く
な
り
、
日
の
暮
れ
も
少
し
ず
つ
遅
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

 

伊
勢
神
宮
で
は
十
七
日
、
耕
作
始
め
に
あ
た
り
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
祈
年
祭
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
祈
年
祭
が
済
む
と
、
農
耕
が
動
き
始
め
る
早
春
と
い
う
季
節
を

感
じ
ま
す
。そ
し
て
、
伊
勢
に
春
を
呼
ぶ
行
事
と
い
う
と
、
松
尾
観
音
寺
の
初
午
さ
ん

で
す
。一
年
の
厄
払
い
を
す
る
老
若
男
女
が
祈
願
に
訪
れ
ま
す
。

 

伊
勢
市
楠
部
町
に
あ
る
松
尾
観
音
寺
は
、
奈
良
時
代
、
東
大
寺
の
大
仏
造
立
を

伊
勢
神
宮
に
祈
願
す
る
た
め
訪
れ
た
僧
の
行
基
が
、
自
ら
彫
っ
た
観
音
像
を
安
置

し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
わ
る
古
刹
で
す
。初
午
の
由
来
に
つ
い
て
は
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
に

伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
寺
で
は
厄
年
に
関
係
な
く
老
若
男
女
が
毎
年
、
一
年
の

厄
災
を
払
う
日
と
し
て
３
月
初
め
の
午
の
日
に
観
音
参
り
、
松
尾
詣
で
を
す
る
と
い
う

風
習
が
あ
り
ま
す
。

 

松
尾
観
音
寺
に
は
、
二
ッ
池
の
龍
神
の
伝
説
が
残
り
ま
す
。今
か
ら
六
百
年
ほ
ど
前
、

本
堂
が
火
災
に
遭
っ
た
際
、
二
ッ
池
に
棲
む
雄
と
雌
の
龍
が
本
尊
の
観
音
様
を
守
っ
た

と
い
う
も
の
で
す
。
以
来
、
災
難
か
ら
逃
れ
た
観
音
様
と
二
ツ
池
の
龍
神
の
霊
験
が

あ
ら
た
か
と
言
わ
れ
、
観
音
様
に
お
参
り
す
る
と
、
一
年
の
災
難
が
逃
れ
る
こ
と
が

で
き
、さ
ら
に
運
が
開
け
る
と
厄
除
け
参
り
が
盛
ん
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

 

今
年
は
辰
年
。
龍
神
に
ち
な
む
寺
社
へ
の
注
目
も
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
堂
に
は
ケ

ヤ
キ
の
一
刀
彫
り
の
龍
神
欄

間
が
あ
り
、
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。堅
い
材
の
ケ
ヤ
キ
を

使
っ
て
彫
ら
れ
た
龍
神
の
姿
は
勢
い
が
あ
り
、
力
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

床
に
は
、「
な
で
龍
」
と
呼
ば
れ
る
龍
神
の
姿
が
拝
め
ま
す
。
伊
勢
神
宮
の
近
く
で

語
ら
れ
る
龍
神
の
伝
説
も
興
味
深
い
で
す
。

　

今
年
の
初
午
は
、
宵
祭
が
三
月
六
日
、
初
午
日
が
七
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
月
十
九
日

　
う
　
す
い

〜
第
四
一
三
号
〜

初
午
の
松
尾
詣
で

文
　
　
千
種

清
美

は
つ
う
ま

う

す
い

た
つ
ど
し

ら
ん

ま

こ

さ
つ

ぎ
ょ
う
ぎ

き　

ね
ん

さ
い



おかげ横丁

五十鈴茶屋

五十鈴塾

おかげの里便り

おかげ横丁 ひなまつり
女性にとってはいくつになっても心弾む、年に一度の特別な日「ひなまつり」。女の

子の成長を祝い、平安貴族のように優雅で美しく育つようにとの願いを込めて、美し

い衣装を着せた人形を飾ります。

春の佳き日に、皆様で願いを込めてお祝いしましょう。

日　時／2月17日（土）～ 3月3日（日）10：00～17：00（催しによって異なる）

場　所／おかげ横丁一帯

お雛さまに大変身【予約優先】
十二単風の衣装と束帯衣装を着てお雛様やお内裏様のように記念撮影していただきます。

日　時／2月17日（土）～3月3日（日）10：00～17：00

場　所／伊勢路名産味の館2階「大黒ホール」

入場料／1,200円（税込）（レンタル衣装と着付け代）※写真や台紙は付属しません。

型染めのタペストリー作り体験
伊勢型紙彫師の那須恵子氏がデザイン・製作をした伊勢型紙で、オリジナルのひな

まつりタペストリーを作りましょう。

伊勢木綿の生地に、布用絵の具を使い型染をします。

日　時／2月17日（土）～ 3月3日（日）10：00～16：00（受付終了）

場　所／伊勢路栽苑

入場料／1,500円（税込）

問合せ／伊勢路栽苑（0596-23-3077）

お問い合わせ/おかげ横丁総合案内「おみやげや」電話0596-23-8838

冬の星見と月の話題
この日は20時ごろ、冬の大三角が南の空に見え、その上に月齢11の月が輝いています。月は身近な

天体ですが、アポロ計画で人が月面に足跡を残してから、もう50年以上の歳月が過ぎました。その

月の探査が、再び熱くなっています。日本の月着陸実証機SLIMも2024年1月頃に日本初の月面着陸

に挑戦する予定です。そんな月探査の今と、来たる4月8日に北米で見られる（月が太陽に重なる）

皆既日食をご紹介します。

日　時／2月20日（火）18：30～20：30

講　師／野田　学（名古屋市科学館学芸員）

参加費／一般　1,700円　　会員　1,200円（五十鈴茶屋製の和菓子付き）

場　所／五十鈴塾右王舎

　五十鈴茶屋節気菓子

「源氏物語」の中にもその名が見受けられる椿餅です。

桂皮（シナモン）が香る道明寺でこし餡を包み、椿の葉で挟みました。

ほのかな香りをお楽しみください。

寒い中にも、春の訪れを告げる梅の花の頃です。

薄紅色のかるかんで白小豆を散らした羊羹を巻きました。

あちらこちらで咲く、梅の花の情景が思い浮かばれます。

温暖な気候の伊勢志摩地方では、年頭から菜の花が咲き始めます。

白餡のそぼろを菜の花色に染めて粒餡を包み、春景色を表現しました。
菜　の　花

梅 ご よ み

椿      餅

な                   はな　

　  　    うめ

   つばき          もち
けいひ

講座についてのお問い合わせ・お申込み／電話0596-20-8251


